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１．概要（Summary） 

本課題は高速点火レーザー核融合実験にプラズマか

ら発生する X 線結像する目的で、大阪大学産業科学研

究所の EB 蒸着装置と集束イオンビーム装置を利用し、

位相差型フレネルゾーンプレートを，オンデマンドで短時

間かつ低コストで製作できるために行った研究である。 

２．実験（Experimental） 

【利用した主な装置】 

SEM付集束イオンビーム装置 

EB蒸着装置 

【実験方法】 

 2 µm 厚さの SiN 基盤の上に位相差を作るための

1.68 µmの金と保護層の 100 nmの Siを蒸着し、集束イ

オンビームで金層を削り、ゾーンプレートの形状を加工し

た。 

３．結果と考察（Results and Discussion） 

集束イオンビーム装置が復旧したため、本研究は今年

6月に再開した。改善点として、Auの上に保護層の Siを

足し、以前より綺麗に加工できた。(Fig. 1) 

Fig. 1 FPZP photograph taken by SEM 

 

本研究で作ったゾーンプレートとX線反射ミラー結像系

の組み合わせを用いて、プラズマから発生する X 線を結

像することに成功した。発生するバックグランドノイズを大

幅に減少し，S/N 比が 20 を越える画像を取得した。(Fig. 

2) 

今後，フレネルゾーンプレートの品質を向上させて，画

像の品質を更に向上させる。 
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Fig. 2 Bright X-ray images are achieved in laser plasma 

experiments. ( Left: Before processing   Right: After processing ) 

 

４．その他・特記事項（Others） 

なし 

 

５．論文・学会発表（Publication/Presentation） 

2021年日本物理学会秋季大会発表 

 

６．関連特許（Patent） 

なし 


